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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 2,057 △21.8 △321 ― △193 ― △209 ―
24年3月期第2四半期 2,631 △28.5 △559 ― △503 ― △792 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △209百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △792百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △269.37 ―
24年3月期第2四半期 △1,020.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,118 2,194 69.2
24年3月期 4,187 2,399 56.5
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  2,157百万円 24年3月期  2,367百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,124 △15.0 △424 ― △339 ― △364 ― △469.15



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 (注) 第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しておりま  
す。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等について
は、添付資料３ページ「１．（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 777,220 株 24年3月期 777,220 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 748 株 24年3月期 748 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 776,472 株 24年3月期2Q 776,472 株
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当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）におけるわが国経済

は、東日本大震災の復興需要等により、緩やかに持ち直しているものの、世界景気の減速等を背景とし

て、回復の動きに足踏みがみられるなど、引き続き不透明な景況感にて推移いたしました。そして、当

社グループの顧客層である小企業の業況もまた、製造業、非製造業ともに第２四半期における業況判断

のマイナス幅がやや拡大するなど、回復の動きに足踏みがみられ、依然として厳しい状況が続きまし

た。 

このような状況の下、当社グループは、前連結会計年度より、継続的な業績の安定性・成長性を担保

することで、さらなる企業価値の拡大を果たすべく、当社グループのビジネスモデルをフロー型ビジネ

ス※１からストック型ビジネス※２へと転換し、また、ストック売上を増加させることにより、安定的な収

益構造への転換を果たすとともに、営業費用（売上原価並びに販売費及び一般管理費）を最適化させる

ことにより、コスト構造を改善することで、損益構造を改革し、この先数年間で事業構造を抜本的に改

革する取組みを継続推進しております。当第２四半期連結累計期間におきましても、ストック売上の比

率の高い新商材クラウドパッケージの拡販に注力し、その契約顧客アカウント数を積み上げていくこと

で、ストック型売上の増加を図るとともに、コストの一層のコンパクト化を推進いたしました。 

  以上の結果、事業構造改革の２年目にあたる当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、

売上高は、新商材クラウドパッケージの契約顧客アカウント数の増加等により、月額課金部分に該当す

る安定的な収益であるストック売上につきましては、前年同四半期比で増加いたしました。その一方

で、初期費用部分に該当する一時的な収益であるフロー売上につきましては、前年同四半期の途中ま

で、ストック売上と相反するフロー売上の比率の高い旧商材ＩＴパッケージを販売していたこと等によ

り、前年同四半期比で大幅に減少いたしました。結果として、前年同四半期と比較して主力商材の売上

が大幅に減少したため、売上高は2,057百万円（前年同四半期比21.8％減）となりました。一方、営業

費用については、前連結会計年度において、主力商材の自社開発商材への切り替え等により売上原価抑

制に取組んだ効果と、販売費及び一般管理費の圧縮に取組んだ効果が発揮されたことに加え、当第２四

半期連結累計期間においてもコストのコンパクト化を継続推進したことから、前年同四半期と比較して

25.4％減少いたしました。そのため、営業損益及び経常損益は、売上高が減少したものの、コストの大

幅な圧縮により、営業損失は321百万円（前年同四半期は営業損失559百万円）、経常損失は193百万円

（前年同四半期は経常損失503百万円）となり、前年同四半期と比較して損失額が縮小いたしました。

また、四半期純損益は、経常損失の縮小に加えて、前年同四半期のような主力商材の切り替えに伴う特

別損失の発生がないことから、209百万円の四半期純損失（前年同四半期は792百万円の四半期純損失）

となり、前年同四半期と比較して損失額が大幅に縮小いたしました。 

※１：フロー型ビジネスとは、短期的且つ流動的なビジネスモデルのことを言い、短期的には大きな収益を上げることがあります

が、新規営業への依存度が高く、毎月の収益が安定しないなど不安定な側面もあるビジネスモデルを示します。 

※２：ストック型ビジネスとは、売上が積み重なり、貯まっていく、蓄積型のビジネスモデルのことを言い、毎月一定の収入が安定

的に得られるビジネスモデルを示します。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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①財政状態 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて35.9％減少し、1,704百万円となりました。これは主に、

短期借入金の返済等により現金及び預金が891百万円減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて7.6％減少し、1,414百万円となりました。これは主に、ソ

フトウエア仮勘定が54百万円増加の一方で、ソフトウエアが124百万円減少したことによります。 

流動負債は、前連結会計年度末と比べて48.5％減少し、919百万円となりました。これは主に、買

掛金及び未払金が262百万円、短期借入金が500百万円減少したことによります。 

純資産は、前連結会計年度末と比べて8.6％減少し、2,194百万円となりました。これは主に、利益

剰余金が209百万円減少したことによります。 

 ②キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、

以下の各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因により、1,175百万円（前年同四半期は2,185

百万円）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、使用した資金は325百万円（前年同四半期は431百万円の支出）となりました。主

な減少要因は、税金等調整前四半期純損失204百万円、システム移行費用の支払額155百万円でありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は65百万円（前年同四半期は523百万円の支出）となりました。こ

れは主に、敷金及び保証金の回収による収入26百万円の一方で、無形固定資産の取得による支出75百

万円によります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は500百万円（前年同四半期は3百万円の収入）となりました。主な

減少要因は、短期借入金の返済による支出500百万円であります。 

  

当期の連結業績予想に関する事項につきましては、平成24年５月11日に公表いたしました通期の業績

予想を修正しております。修正の内容につきましては、平成24年10月17日に別途公表をしております

「平成25年３月期第２四半期（累計）業績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,066,715 1,175,646

受取手形及び売掛金 365,439 333,413

たな卸資産 32,306 18,775

その他 200,637 182,056

貸倒引当金 △7,424 △5,886

流動資産合計 2,657,673 1,704,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 82,767 86,335

減価償却累計額 △31,995 △36,536

建物及び構築物（純額） 50,772 49,798

工具、器具及び備品 326,980 333,909

減価償却累計額 △224,111 △238,355

工具、器具及び備品（純額） 102,868 95,553

その他 9,593 704

有形固定資産合計 163,234 146,056

無形固定資産

ソフトウエア 1,009,173 884,583

ソフトウエア仮勘定 3,759 58,714

その他 3,192 2,887

無形固定資産合計 1,016,124 946,185

投資その他の資産

敷金及び保証金 334,456 308,513

破産更生債権等 402,577 357,593

その他 36,339 26,120

貸倒引当金 △422,529 △370,350

投資その他の資産合計 350,844 321,878

固定資産合計 1,530,203 1,414,120

資産合計 4,187,877 3,118,127
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 79,832 45,333

短期借入金 500,000 －

未払金 647,314 419,326

未払法人税等 30,037 22,285

解約負担引当金 193,837 151,225

その他 333,250 281,637

流動負債合計 1,784,273 919,808

固定負債

預り保証金 3,997 3,997

固定負債合計 3,997 3,997

負債合計 1,788,270 923,805

純資産の部

株主資本

資本金 8,151,879 8,151,879

資本剰余金 8,249,441 8,249,441

利益剰余金 △13,968,975 △14,178,132

自己株式 △65,195 △65,195

株主資本合計 2,367,150 2,157,992

新株予約権 32,456 36,329

純資産合計 2,399,607 2,194,321

負債純資産合計 4,187,877 3,118,127
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 2,631,329 2,057,763

売上原価 882,573 576,592

売上総利益 1,748,756 1,481,170

販売費及び一般管理費 2,307,913 1,803,121

営業損失（△） △559,156 △321,950

営業外収益

受取利息 972 605

違約金収入 10,887 39,550

貸倒引当金戻入額 16,979 39,748

解約負担引当金戻入額 19,593 20,445

消費税等免除益 － 30,938

その他 8,503 3,181

営業外収益合計 56,937 134,469

営業外費用

支払利息 － 313

支払手数料 － 4,527

その他 797 777

営業外費用合計 797 5,618

経常損失（△） △503,016 △193,100

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,445

貸倒引当金戻入額 59,480 －

受取保険金 40,000 －

特別利益合計 99,480 3,445

特別損失

固定資産除却損 1,765 87

システム移行費用 370,453 －

訴訟関連損失 － 15,010

その他 12,691 －

特別損失合計 384,910 15,098

税金等調整前四半期純損失（△） △788,447 △204,753

法人税、住民税及び事業税 3,983 4,404

法人税等合計 3,983 4,404

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △792,430 △209,157

四半期純損失（△） △792,430 △209,157
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △792,430 △209,157

四半期包括利益 △792,430 △209,157

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △792,430 △209,157

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △788,447 △204,753

減価償却費 109,667 153,186

株式報酬費用 9,377 3,872

貸倒引当金の増減額（△は減少） △349,205 △53,716

解約負担引当金の増減額（△は減少） △61,105 △42,612

受取利息及び受取配当金 △972 △605

支払利息 － 313

固定資産除却損 1,765 87

投資有価証券売却益 － △3,445

システム移行費用 370,453 －

売上債権の増減額（△は増加） 169,355 32,025

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,087 13,530

破産更生債権等の増減額（△は増加） 373,234 44,983

仕入債務の増減額（△は減少） 22,913 △31,600

未払金の増減額（△は減少） △105,446 △55,436

未払費用の増減額（△は減少） △8,356 △6,935

その他 5,111 △9,514

小計 △262,742 △160,620

利息及び配当金の受取額 972 605

利息の支払額 － △313

事務所移転費用の支払額 △11,052 －

事業清算損の支払額 △7,075 △4,773

システム移行費用の支払額 △134,509 △155,897

法人税等の支払額 △19,887 △6,688

法人税等の還付額 3,032 2,184

営業活動によるキャッシュ・フロー △431,263 △325,503

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,443 △10,833

無形固定資産の取得による支出 △622,667 △75,450

投資有価証券の売却による収入 － 3,445

敷金及び保証金の差入による支出 △23,728 △1,840

敷金及び保証金の回収による収入 142,713 26,685

貸付金の回収による収入 2,964 －

その他 △2,309 △7,570

投資活動によるキャッシュ・フロー △523,471 △65,564

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △500,000

その他 3,802 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,802 △500,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △950,933 △891,068

現金及び現金同等物の期首残高 3,136,666 2,066,715

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,185,732 1,175,646
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    当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日） 

      該当事項はありません。 

  

    当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日） 

      該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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